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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２３年７月２８日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                   委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

委   員  山 本 哲 也 

委   員  石 川 敏 行 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２３年４月２９日（金、祝日） １０時２２分ごろ 

発生場所 三重県大紀町錦港東外防波堤灯台から真方位２００°０.４海里付近 

（概位 北緯３４°１２.４′ 東経１３６°２３.３′） 

事故調査の経過 平成２３年５月２日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 遊漁船 富
とみ

丸、１.３３トン 

   ＭＥ３－４３９０８（漁船登録番号）、個人所有 

   ８.１０ｍ（Lr）×１.５０ｍ×０.５０ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関 漁船法馬力数１４、昭和５３年８月 

Ｂ 漁船 幸
こう

漁
りょう

丸、０.８トン 

   ＭＥ３－６０７６２（漁船登録番号）、個人所有 

   ７.４０ｍ（Lr）×１.４５ｍ×０.５０ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、漁船法馬力数１８、平成６年３月 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ 男性 ７７歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 免許登録日 昭和５０年７月１８日 

 免許証交付日 平成２１年１０月５日 

        （平成２７年４月２４日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ 男性 ６８歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 免許登録日 昭和５０年７月１８日 

 免許証交付日 平成２１年１０月５日 

        （平成２７年４月１７日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 船首部擦過傷 

Ｂ 船首部擦過傷 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、釣り客５人を乗せ、錦港南南東沖で

漂泊して遊漁中、錦港から出航してくるＢ船に対して衝突の危険を感じ、

乗船者全員が立ち上がり、手を振り、声を張り上げるなどし、Ｂ船に対し

て注意喚起を行っていた。 

Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、錦港東外防波堤付近で前方のＡ船と

他の遊漁船の間に船首を向け、その後、速力約５ノットで手動操舵により

南南東進した。 
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船長Ｂは、付近の釣り筏に注意を向けていて視線を前方に戻したときに

は、Ａ船が至近に迫っており、左舵を一杯に取るとともに機関を後進にし

たが間に合わず、両船は、平成２３年４月２９日１０時２２分ごろ、錦港

南南東沖において、Ａ船の船首左舷とＢ船の船首右舷が衝突した。 

 この衝突によりＡ船の釣り客１人が落水し、地元の病院へ搬送された

が、負傷等はなかった。 

本事故による、浸水及び油の流出はなく、両船とも自力で錦港に入港し

た。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏  

その他の事項 Ａ船は、機関を中立にしていたが、釣り客の釣り竿が出ていたため、釣

り竿の破損を避けるために機関を使用しなかった。 

Ａ船は、有効な音響による信号を行うことができる手段を備えていなか

った。 

Ｂ船は、Ａ船の注意喚起に気付かなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

Ａ なし、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

なし 

 Ａ船は漂泊中、Ｂ船は南南東進中、錦港南南東

沖において、両船が衝突したものと考えられる。 

船長Ａは、Ｂ船との衝突の危険を感じ、手を振

り、声を張り上げるなどし、Ｂ船に対して注意喚

起を行ったものと考えられる。 

Ａ船が、有効な音響による信号を行うことがで

きる手段（携帯式エアホーン等）を備えて信号を

行っていれば、Ｂ船に対してＡ船の存在を知らせ

ることができた可能性があると考えられる。 

 船長Ｂは、前方に漂泊中のＡ船を認めていた

が、付近の釣り筏に注意を向けていて適切な見張

りを行っていなかったことから、Ａ船に向けて航

行したものと考えられる。 

原因  本事故は、錦港南南東沖において、Ａ船が漂泊中、Ｂ船が南南東進中、

船長Ｂが付近の釣り筏に注意を向けていて適切な見張りを行っていなかっ

たため、両船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

 




